










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   





③ ③ ③ ② ① ③ ④          
     ② ② ① ①      ⑩  
① ① ② ② ①          ⑧  




























































































































































英 語  
ド イ ツ 語  
フ ラ ン ス 語  
ラ テ ン 語  
数 学  
物 理 学  
化 学  
生 物 学  
地 学  
法 学  
経 済 学  
社 会 学  
政 治 学  
人 文 地 理 学  
統 計 学  
数 学  
物 理 学  
化 学  
生 物 学  
地 学  
統 計 学  
生 活 科 学  


















哲 学  
 
倫 理 学  
心 理 学  
 
歴 史 　 　 　 　  
 
文 学  
音 楽  
美 術  
講 義  
実 技  同 左  同 左
同 左  同 左
同 左  





































































































































勤　務　研　修　計　画　表 昭和　　　年　　月 学部長 認　印 
部　内　勤　務 

















自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
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自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
自 時  
至 時  
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自 時  
至 時  
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所　　　　　要　　　　　数 現　　　在　　　定　　　員 移　行　数 差 引 所 要 数  
学部 学科 入定 
教授 講師 
教　官　組　織 
助手 計 助教授 
学科目 学部 学科 専攻 入定 
教授 講師 
教　官　組　織 
計 助教授 教授 講師 
（教養部への） 















































































































国 語 学  
国 文 学  
漢 文 学  
 
小 計  
英 語 学  









小 計  
 
哲 学  
哲 学 史  
 
 






国 語 学  
国 文 学  
 
 
小 計  
英 語 学  
































































































































































所　　　　　要　　　　　数 現　　　在　　　定　　　員 移　行　数 差 引 所 要 数  
学部 学科 入定 
教授 
教　官　組　織 
助手 計 助教授 
学科目 学部 学科 専攻 入定 
教授 
教　官　組　織 











































































































解 析 学  
統 計 学  
 
4 






物 理 化 学  
有 機 化 学  




形 態 学  











学 科 目 外  
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学部 科目 入定 系列 
教授 講師 
教　官　組　織 
助手 計 助教授 
学  科  目 学  科  目 
教授 教授 講師 講師 
（文理学部より移行） 





































































哲 学  
倫 理 学  
歴 史 学  
文 学  
 
小 計  
数 学  
物 理 学  
化 学  
生 物 学  
地 学  
 














合 計  
哲 学  
倫 理 学  
歴 史 学  
文 学  
 
小 計  
数 学  
物 理 学  
化 学  
生 物 学  
地 学  
 














合 計  
1
1
1
1
1
1
4
1
1
6
1
1
2
1
1
2
1
4
5
9
2
2
2
1
1
1
1
1
1
3
2
1
1
1
2
7
4
4
8
18
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
2
1
1
2
1
2
3
7
1
1
2
1
1
2
1
2
1
5
1
1
1
3
2
1
1
1
1
6
2
2
4
13
2
2
4
4
1
1
1
1
1
1
3
2
1
1
1
2
7
4
4
8
18
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教養部設置に関する留意事項
１　学　　生
（1）対象となる学生
全学部の学生を対象とするものであること。
（2）学生の身分の所属
各学部に所属するが、一般教育実施期間中
は、学生の教育、補導その他身分上の管理は
教養部において行なうものとすること。
２．教官の身分
（1）もっぱら教養課程を担当する教官の身分
は、教養部に所属するものであること。
（2）教官の週当担当時間数
おおむね12時間程度を基準とすること。
３．一般教育実施期間および教育課程
（1）一般教育実施期間
１年ないし２年の間で、教育課程の組み方
に応じてきめること。
（2）教育課程
教養部の教育課程は一般教育科目、外国語
科目、保健体育科目の全部と必要な場合は基
礎教育科目からなるものとし、教養部の教官
が主として担当することとなるが必要により、
各学部所属の教官を教養部兼担教官としてそ
の協力を得るものとする。
４．教授会
（1）構　成
教養部に属する教授をもって構成すること。
ただし学科目に教授が欠けている場合には助
教授又は講師を加えてもよいこと。
（2）審議事項
教育課程、学生の教育、指導、学業評価、
入退学、教官の人事に関する事項について審
議するものであること。ただし教育課程の編
成及び教官の人事については全学的な機関で
ある教養部運営委員会（仮称）による調整の
途を残しておくことが必要である。
５．教養部運営委員会
（1）構　成
学長を委員長とし、各学部長、教養部長並
びに各学部、教養部より選出された教授をも
って構成すること。
（2）審議事項
教養部運営の基本方針、教官の人事、教育
課程の編成に関する事項について審議するも
のであること。
６．教養部長
（1）選　任
教養部長は全学的見地に立って学長が当該
大学の教授のうちから候補者を選び、教養部
教授会および教養部運営委員会に諮って選考
するものであること。
（2）職　務
教養部長は教養部の責任者としてその運営
に当ること。
昭和41年度に入り、従来の２学部と教養部設置案
（人文学部、理学部、教養部）を推進してゆく方針
を堅持しようとしたが、昭和40年度から認可された
他大学の文理学部の改組の状況および文部省の方針
から、その実現の可能性は極めて希薄なものとなっ
た。
教養部、理学部の設置となれば、文学科は消滅す
ることになり、教養部、人文学部の設置となれば理
学科が消滅することになる。これらを回避するため
に、５月の段階で、教養部を設置し、文理学部を拡
充するという案が合意された。局面は最終段階を迎
えようとしていた。
６月15日、教授会の席上、学長は、「改組はあく
までも教授会の権限であり、その決定を尊重する、
だがこのようにして欲しいという要請は行わない
が、諸般の情勢に鑑みて申し述べた」と結びながら、
以下のような「見通し」を述べていた。
本学文理学部の改組間題、文理学部教授会の議
に基づき過去２年、人文と理学部の2学部に改組す
る所謂分裂型で本省と折衝、本省の容れるところ
にならず見送り、本年を迎えた。
６月９日、学長、文理学部長、事務局長が文部
省に赴き、折衝を行った。
分裂型改組の必要な特殊事情、①昭和28（1953）
年の経済学科の分離独立、文理学部の改組の一段
落とみなされることは了解に苦しむ、教官定員を
そっくり文理から持ち出し、建築施設も地元負担、
いわば自力による一学部増、これを改組による学
人文学部
部増と混同されては困る、②１、２を除いて教育
学部から教官導入を行わず、苦しい中に長年にわ
たり最小限の教官人員で文理学部を維持、他大学
の文理学部が、教育学部の教官の供出により運営
しているのとは根本的に相違、また教育学部の教
科に関する専門科目の授業を文理学部は担当して
いない、③前身は地元の素封家の篤志寄付による
もの、県民の同学部に対する期待と愛情は並々な
らぬものがあり、県民子弟の本学部志望者が圧倒
的に多く、この急増対策の解決のためにも２学部
編成として、より多くの人材を収容養成したい、
④金沢新潟の２大学は６学部、富山石川新潟３県
は、県勢及び県財政ほとんど優劣ない、したがっ
て、大学の学部数においても、本学が文理の改組
により１学部増をはかり、両県両大学の水準にま
で達したいという強い県民意識がある。
大学課長、①収拾がつかなくなる、②了承、だが
結果において１学部増となっている。全国14の文
理学部の残る６学部、本年は４つの学部を取り上
げたいので、富大もその中にいれたい。今の分裂
型要求案は、人文理学教養あわせて35名の教官増
となるところからも認めがたい。あくまで分裂型
なら、本年も見送りの公算が大。
明年分裂型を通すことを確約することは絶対に
しない。
昨年、１年待つように言われて大いに期待してい
たが、甘い観測だった。
非分裂でも、理の学科目が増すから、名を捨て実
をとってはどうか。
結論：本学文理学部に対しては、分裂型でゆくな
らば、明るい見通しは成立しそうもないことが充
分関知できた。既定方針をあくまで主張すれば、
教養部の独立も当然見送りとなる公算も充分考え
られた。本学文理学部は、特に地方子弟の進学が
圧倒的に多いので、この県民の要望を少しでも満
たして、急増を緩和するためにも、この際、非分
裂型でゆき、教養部独立に踏みきり、明年度実施
を目指すこと、即ち名を捨て実をとるの態度に出
るべきか、甚だ微妙な段階にあると考えるので、
諸先生方も以上の点、充分御納得の上、最後の御
決意をお願いしたい。以上、学長・文理学部長・
事務局長の統一見解であることを申し添える。
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この「見通し」を受けて、当日の15日、17日と審
議が継続され、その間に学科会議等行われた。17日、
理学科が、いわゆる「大文理学部」の方向で進むこ
とは致し方ないが、改組の際に講座数増設要求を貫
徹するようにしたい、そして将来はやはり「理学部」
独立を目指したい、との説明したうえで、出席者全
員が、やむなく「大文理学部」でゆかざるを得ない、
ということで同意した。
学部長は、ただちに学長にその旨を連絡した。定
数増加の要求数等についても検討されたが、文部省
は学生20名増加につき教官１名増の方針だった。
７月、今後、改組の概算要求のしかたの技術的方
法については両評議員と両学科長と学部長への一任
が了承された。
８月、文部省省議で、文理学部の拡充と教養部の
独立とが内定した。
移行する教官の確定など教養部設置に向けての準
備が進められ、昭和42（1967）年２月「設立準備委
員会」が設置された。
富山大学教養部設立準備委員会規則
（設置）
第１条　富山大学に富山大学教養部設立準備委員
会（以下「本会」という。）をおく。
（目的）
第２条　本会は、学長の諮問に応じ、教養部の設
立に関し、次の事項を審議する。
（1）教官の人事に関する事項
（2）規則等の作成に関する事項
（3）教育課程の作成に関する事項
（4）その他教養部設立に関する必要な事項
（構成）
第３条　本会は、次の職員をもって構成する。
（1）学長
（2）各学部長
（3）各学部から選出された教授　各１名
（4）文理学部および文理学部併任教授のうち
学長の指名する者若干名
（5）事務局長
（6）学生部長
（議事）
第４条　学長は、会議を招集し、その議長となる。
２．学長に事故あるときは、学長の指名する委
第Ⅱ部　部局編
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員がこれに代わる。
第５条　本会は構成員の３分の２以上が出席しな
ければ開会することができない。
２．議事は、出席者の過半数をもって決する。
可否同数であるときは、議長がこれを決する。
（専門分科会）
第６条　本会に専門分科会をおく。
２．専門分科会に関する必要な事項は、細則に
定める。
（幹事）
第７条　本会に幹事５名をおく。
２．幹事には、庶務課長、会計課長、施設課長、
学生課長および厚生課長をもってあてる。
（庶務）
第８条　本会の庶務は、事務局および学生部で處
理する。
附則
１．この規則は、昭和42年２月17日から施行する。
２．この規則は、富山大学教養部が設置された日
をもって廃止する。
教養部の正式発足が昭和42年６月ころと見込まれ
ていたので、それまでの間は、これまでの現状通り、
文理学部長の責任のもとで一般教育の授業を開始す
る予定であった。
だが法律改正をまたずして省令改正という措置が
とられ、暫定予算案で４月１日から発足することに
なった。
教養部設置を受け、以後10年間、文理学部の拡充
から、２学部独立へのあゆみが続けられることにな
る。
人文学部
